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マ
フ
ィ
ア
の
手
下
が
か
ぶ
っ
て

い
た
の
が
コ
ッ
ポ
ラ
帽
で
す
。

　

娘
が
わ
が
飼
い
犬
み
か
ん
と
、

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
横
田
美

砂
緒
さ
ん
ち
の
さ
ぶ
ち
ゃ
ん
に

コ
ッ
ポ
ラ
帽
を
求
め
る
と
言
い

出
し
、
町
じ
ゅ
う
を
探
し
て

回
っ
た
。
だ
が
、
さ
す
が
に
犬

に
か
ぶ
せ
る
コ
ッ
ポ
ラ
帽
は
見

つ
か
ら
な
い
。
諦
め
か
け
た
と

き
、
ホ
テ
ル
の
近
く
の
間
口
一

間
半
ほ
ど
の
店
に
小
さ
な
コ
ッ

ポ
ラ
帽
が
飾
ら
れ
て
あ
っ
た
。

中
を
覗
く
と
頑
固
そ
う
な
親
父

が
ミ
シ
ン
を
相
手
に
仕
事
の
最

中
だ
。
棚
に
は
素
材
の
生
地
が

詰
め
込
ま
れ
て
い
る
。
入
る
の

を
躊
躇
っ
た
が
、
一
応
様
子
を

　

シ
チ
リ
ア
は
動
物
に
や
さ
し

い
島
だ
っ
た
。
飼
い
犬
も
ノ
ラ

犬
も
堂
々
と
楽
し
げ
に
生
き
て

い
た
。
パ
レ
ル
モ
で
買
い
物
が

一
つ
あ
っ
た
。
コ
ッ
ポ
ラ
帽
を

買
う
こ
と
だ
。
コ
ッ
ポ
ラ
帽
と

は
ハ
ン
チ
ン
グ
帽
に
似
て
い
る

帽
子
と
思
っ
て
く
だ
さ
い
。Ｆ
・

コ
ッ
ポ
ラ
監
督
の
名
作
『
ゴ
ッ

ド
フ
ァ
ー
ザ
ー
』
に
出
て
く
る
、

つ
だ
け
購
入
と
い
う
わ
け
に
も

い
く
ま
い
。
私
ど
も
も
コ
ッ
ポ

ラ
帽
を
買
い
求
め
た
。

　

帰
国
後
、
横
田
さ
ん
に
贈
る

と
写
真
が
送
り
返
さ
れ
て
き
た
。

さ
ぶ
ち
ゃ
ん
は
シ
チ
リ
ア
の
マ

フ
ィ
ア
以
上
に
「
凄
み
」
の
あ

る
表
情
で
写
っ
て
い
た
。
そ
れ

に
比
べ
て
わ
が
み
か
ん
は…

…

。

　

付
記
し
ま
す
と
写
真
内
の
パ

ネ
ル
の
左
が
ラ
イ
ラ
、
右
上
が

さ
ぶ
ち
ゃ
ん
で
す
。
小
さ
く
て

ゴ
メ
ン
ね
。

窺
い
に
ド
ア
を
開
け
る
こ
と
に

し
た
。
す
る
と
入
口
近
く
の
台

に
耳
の
大
き
な
、
ラ
イ
ラ
と
い

う
名
の
犬
が
い
て
、
私
た
ち
を

犬
好
き
と
か
ぎ
分
け
た
か
、
飛

び
つ
い
て
き
て
喜
ん
だ
。

　

娘
が
そ
の
間
に
、「
ウ
ィ
ン

ド
ー
の
小
さ
な
帽
子
は
犬
用

か
」
と
俄
じ
こ
み
の
イ
タ
リ
ア

語
で
聞
く
と
、「
売
り
物
じ
ゃ

な
い
」
と
一
喝
す
る
よ
う
に
吐

き
捨
て
た
。
だ
が
、
あ
れ
こ
れ

と
話
し
て
い
る
う
ち
に
「
造
っ

て
や
ろ
う
、二
時
間
後
に
来
い
」

と
言
わ
れ
た
。
二
時
間
後
、
造

り
立
て
の
コ
ッ
ポ
ラ
帽
二
つ
私

た
ち
を
待
っ
て
い
た
。
な
ん
と

も
早
業
だ
。
こ
れ
で
は
犬
用
二
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敦
盛
お
く
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』
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屋
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文
庫
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「
佐
伯
通
信
」第
43
号
が
入
り
ま
す
。

（
初
版
の
初
回
出
荷
分
の
み
挟
み
込
み
）

「
佐
伯
通
信
」第
43
号
は
、5
月

29
日
刊
行
予
定
の『
新
・
古
着
屋

総
兵
衛
16
　
敦
盛
お
く
り
』（
新

潮
文
庫
）に
入
り
ま
す
。

※

発
売
日
は
予
定
で
す
。

『
異
郷
の
ぞ
み
し
』

空
也
十
番
勝
負 

青
春
篇

《
双
葉
文
庫
》

11

『
椿
落
つ
』

新・酔
い
ど
れ
小
籐
次

《
文
春
文
庫
》

検索

㈱光文社、㈱新潮社、㈱文藝春秋、㈱角川春樹事務所、㈱双葉社

近刊・作品情報はこちらでもチェックできます。
佐伯泰英  ウェブサイト 検索http://www.saeki-bunko.jp

２０１8年の「佐伯通信」は、佐伯泰英事務所が下記出版社の協力のもと発行いたします。

コ
ッ
ポ
ラ
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を
か
ぶ
っ
た
愛
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か
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　みなさま、『秋霖やまず　吉原裏同心抄』をお読みいただきありが
とうございます。佐伯先生のあとがきにもありますが、「吉原裏同心」
が二十五巻の『流鶯』で一つの区切りを迎えて、「吉原裏同心抄」と
なりまして今作で三巻目となりました。
　今回のカバーイラストでは、遠助らしき犬の凜 し々い姿が描かれて
います。人気絶頂で落籍された薄墨太夫の後継者として期待されて
いながら、姉を亡くした件で幹次郎に憎しみを抱いていた桜季。彼
女が唯一心を許す存在だったのが遠助でした。前作『浅き夢みし』
のラストシーンをご記憶の方も多いと思います。その桜季の成長が今
作の読みどころの一つでもあるのですが、そこで遠助が大きな活躍
を見せます。
　また、前回の佐伯通信のエッセイに続き、今回もシチリアでの犬に
関するエピソードを先生に書いていただきました。みかんちゃんと先
生の愛らしい写真も素敵です！　私自身もかつて、おじょうという名
のシーズーを飼っていたことがあります。当時は週刊誌の編集部に
いたこともあり、毎晩のように帰宅が遅かったのですが、どんな時間
に帰っても私の足音を聞きつけて、玄関を開けると必ずドアの前で尻
尾を振って待っているおじょうが……。「犬の愛に噓はない」─そん
な懐かしい日 を々思い出しました。
　さて、今回の「吉原裏同心抄」三巻目の刊行を記念しまして、特
製しおりをプレゼントいたします。詳細は本書の帯をご覧ください。た
くさんのご応募をお待ちしております。

犬の愛に噓はない
㈱光文社　文庫編集部

「吉原裏同心抄」「吉原裏同心」
「夏目影二郎始末旅」担当 小口　稔


